









が当時の官位制度である三位 ・ 欽賜名の「オークヤー ・ セーナーピムック」で知られている。タイ 旧官位制度は、 「バンダーサック」と呼ば 、基本的に九位まであった。絶対君主制で国王がバンダーサックを決め、配下の者 与える。序列の高い順に、 「ソムデ ト・チャオプラヤー」 、 「チャオプラヤー」 、 「プラヤー」あいるは「オー ヤー」
2、 「プラ」及び「チャムーン」 、




で四人しか与えられなかった。山田長政は三 オ クヤーのバンダーサックまで与えられたと う事実は極めて国王から信頼されていた証し ある。　
長政についての記述は、日本とタイ双方共に、歴史に関する











渡り、傭兵として活躍し、オークヤーの位まで出世したと言われているが、実際のところ正確に確認できる詳細な歴史資料は乏しい。日本では、 『暹羅国風土軍記』 や 暹羅国山田氏興亡記や『天竺徳兵衛物語』など
4のような江戸時代の文献の中に記



















































































































































































世」と「富」を求め、日本を出てた たま岐部とマカオに向かう同じ船に乗り、そこで知り合っ マカオ いる間、アユッ

















八回ナーイ 文学賞 準優勝を果たし、子供向けノンフィクション『コムナ ・ティオ』
（一生懸命旅行する） （二〇〇八）
は







同伴し、染め布を裕福な家族に届けた。様々な場所を回りながら、武士に出会うこともあり、彼らに憧れるようになった。ある日、大富豪の一家を訪れ、その家のお嬢さんである菊に出会い、友人になった。それ以来、菊のことは長政の心に印象深く残った。七年後、十六歳になった長政は菊と再会し、お互い愛し合う関係になる。そのうちに、 沼津藩主の大久保忠佐に仕え、駕籠かきの職を得た。常に自身の身分の昇進を望む長政は 関ケ原の戦いの後は、平和 時が続き、長期間戦いが起きないと予想し、このままだといくら努力しても地位 高い優秀な武士になれないことを懸念した。しばらく経つと 菊は長政より身分の高い男の家に嫁ぎ、大久保藩主は亡くなった。長政は失恋と恩のある主君の死により絶望し、二人の友人と共にアユッタヤーへ行くことを決意する。朱印船で長崎から台湾を経てシャムに到着し、日本にはない寺院や川沿いの生活など、故郷と違う風景を見て、新鮮な気持ちが生じた。アユッタヤーでは、長政は現地のタイ人とも親睦を深め、そして新 い恋 にも巡りあう。その女性はシャム人、ワードと名乗 当初長政は貿易に従事し、シャム 長崎との間 行き来した。後 当時の頭領から傭兵の職に誘われ、昇進を続けオークヤー 位ま 上った。アユッタヤーの使節団代表 して日本に戻り、江戸で将軍にも面会した。長政はその実力で ソンタム王から大 な信頼を受け、王の娘と結婚することができた。その後、王位継承をめぐる争いに巻き込まれ、リゴール藩主として任命された。少し離れたパッターニー反乱を抑える際、負傷し、傷口にタイの兵士に騙され毒のある包帯を使用し、暗殺された。　
作中のアユッタヤーの過去の話はそこで終わり、設定が変わ
68






ている『王国への道』と『オークヤー』 一見すると 歴史小説の印象を受ける傾向にあるが、確かな史料が乏しいこ と、それぞれの著者の捉え方 よって 書 れた内容 確実 考証的に裏付けられる歴史小説より、空想から生ま たも が顕著に見られる。周作は「以上のような三つの理由 主題 ストリーにおりこみつつ書いたこの作品はさらに手を加えた上で上梓したいと思っている」とはっきり語った
[ 遠藤
:1981:154] 。



























日本人の仲間がアユッタヤーに来たばかりの藤蔵に、 「このまちでは僧は殊更に敬われている。僧に朝夕の食事を与えることは貧者も怠らぬ」と言っ ことと、ヨターティップ内親王が今オークヤー・セーナーピムックになった長政に会話をしてくれないと言う設定で、周作は「仏教の戒律のせいでアユタヤ王宮では男女区別は厳格であり、身分が低いこちらから話しかけるなど到底許されない。 」
[ 遠藤
:1984:162] という説明である。事




































































ユッタヤーのこと 知っ いたが、日本を出 勇気がまだなかった。結局、 出国の大きな動機は絶望 考えら る。作者は、「大久保様が他界したし。長政と菊との愛も叶わなくなったし。長政と二人の親友、ノリミツとマサヒロは決心した。彼らはシャムに向かう。 」
[ K
onkunari:54] と書いた。長政の気質に関し
ては、そもそも友好的な雰囲気があふれる男であり、 「いつもにこにこしているよ な顔立ちをお持ちの長政は どんな表情でも見せてくれない。そ ような半分微笑んでい のは彼なりの特徴です。彼は日本人の輪の中にい 時でも常 落ち着いて無口です。 」
[ K
onkunari:71] ということである。このような人物


























と『オークヤー』を著わした。出身国が違う両作家は、限られている情報を生かしながら、自分なりに価値観と推測を導入している。その結果、この二作で目立っている相 は、周作 長政の現地の政治への絡み合いや掛け引き、宮廷内の王位継承めぐる権力闘争により殺害されることなど政治生活を多く描いたのに対し、コーンクナーリーは政治よりも 長政の社会的な適応や異文化に溶け込み具合やシャムの王に対する人情強調していることである。　
物語の構造やより細かく内容を見ると、当然違う様子が見ら
れる。周作は、日本史上 実在したペドロ岐部を登場させ、つまり、もう一人の登場人物を長政と対比させた。二人 価値観と人生の目標の違 が指摘されながら話が進んでいく。周作は、意図的に構造主義に沿い、この作品を創作し と言っても過言ではない。また 長政が日本の戦争史を熟知しておりアユッタヤーでそれを生かし、能力を発揮した賢い日本人であるが、根本的に心のよい人間ながらも野心が ため、利益を得、かつ成功する したたか 行動も取ったりするイメジも描いた。長政は最終的に成功したが 以前自分も関与 ていた事件によって殺された。　
一方、日本史を知っているタイ人のコーンクナーリーは伝記
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本人町の頭領の名前をまとめ 。オ クプラ純廣（一六〇九─一六一二 、城井久右衛門（一六一六─一六二〇
） 、山田長政（一六二〇─一六三〇） 、
糸屋太右衛門と寺松広助（一六三三─一六四二） 、木村半左衛門とアントニイ・善右衛門（一六四二─？）
[ チャーンウィット
: 156] 。
13　
遠藤周作ははじめてバンコクへ行ったのは昭和四十年代のはじめであ
り、その際アユッタヤーの近郊にある日本人町跡にも訪れた。
14　
実在していたシースパン内新王殿下・クロンマルアーン・ヨーター
ティップは、一六三六年に生まれ、 七〇六 没した。
